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15．留学生のための授業科目履修案内 

外国人留学生のために「日本語・日本文化科目」として以下の授業科目が開設されており，ここで修得した単位は，次

の①～③の範囲において学士特定課題研究の申請及び卒業の要件に係る必要単位数に含めることができる。ただし，②と

③については，いずれか一方のみとする。 

① 文系教養科目（東工大立志プロジェクト，教養卒論，300番台の授業科目を除く） ７単位以内 

② 英語科目（英語第九を除く） ８単位以内 

③ 第二外国語科目 ４単位以内 

 

また，振替単位数は，①，②，③の合計で，12単位までを限度とする。 

 

日本語・日本文化科目 

科目コード 授業科目 単位数 開講クォーター 

LAJ.J101 
日本語第一 

(Japanese 1) 
0-1-0 1Q 

LAJ.J102 
日本語第二 

(Japanese 2) 
0-1-0 2Q 

LAJ.J103 
日本語第三 

(Japanese 3) 
0-1-0 3Q 

LAJ.J104 
日本語第四 

(Japanese 4) 
0-1-0 4Q 

LAJ.J201 
日本語第五 

(Japanese 5) 
0-1-0 1Q 

LAJ.J202 
日本語第六 

(Japanese 6) 
0-1-0 2Q 

LAJ.J203 
日本語第七 

(Japanese 7) 
0-1-0 3Q 

LAJ.J204 
日本語第八 

(Japanese 8) 
0-1-0 4Q 

LAJ.C102 
日本文化演習 : 適応 

(Japanese Culture: Adaptation) 
0-1-0 1Q 

LAJ.C201 
日本文化演習 : 日本学 

(Japanese Culture: Japanology) 
0-1-0 2Q 

LAJ.C301 

日本文化演習 : ことばと文学 

(Japanese Culture: Language and 

literature) 

0-1-0 2Q 

LAJ.C302 

日本文化演習 : ことばと社会 

(Japanese Culture: Language and 

society) 

0-1-0 4Q 
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16．初年次専門科目履修案内 

 

創造プロセス科目 

 
 

創造プロセス科目について 

科学技術の最前線との両輪をなす科目である。各学院の特徴を生かし，実験・実習，課題解決の実践，ディスカッシ

ョン，グループ演習等を実施することにより，各学院の専門分野の基盤や科学・技術の潮流を体感させ，本学での学修

に目的を持って主体的に学ぶ姿勢を身につけさせることを目的としている。 

 

開講科目 

 創造プロセス科目は，学院ごとに開講しており，以下のとおり。 

 

授業科目 単位数 開講クォーター 

科学・技術の創造プロセス【理学院】 

（Processes for creation in science and technology【School of 

Science】） 

1-0-0 2Q 

科学・技術の創造プロセス【工学院】 

（Processes for creation in science and technology【School of 

Engineering】） 

1-0-0 2Q 

科学・技術の創造プロセス【物質理工学院】 

（Processes for creation in science and technology【School of 

Materials and Chemical Technology】） 

0.5-0.5-0 2Q 

科学・技術の創造プロセス【情報理工学院】 

（Processes for creation in science and technology【School of 

Computing】） 

1-0-0 2Q 

*科学・技術の創造プロセス【生命理工学院】 

（Processes for creation in science and technology【School of 

Life Science and Technology】） 

1-0-0 2Q 

科学・技術の創造プロセス【環境・社会理工学院】 

（Processes for creation in science and technology【School of 

Environment and Society】） 

1-0-0 2Q 

    *印は創造性を育成する科目です。（P195参照） 

科学・技術の創造プロセス【理学院】 1-0-0  2Q 

本講義においては，初回の「理学院学生交流会」ののち，残りの６回を二つのラウンドに分け，理学院の数学系，物

理学系，化学系および地球惑星科学系の四つの系にクラス分けし，各系での少人数を対象とした講義，セミナー等の実

地体験をする。自分で考えること，教員と学生，学生同士で対話，議論することを重視する。また学問するとはどうい

うことか，さらには将来の進路をどうするかを考える機会を提供する。 

 

科学・技術の創造プロセス【工学院】 1-0-0  2Q 

科学・技術の創造プロセスにおいては，電気や機械などの単一分野だけでは社会ニーズにこたえられるような研究・

開発は不可能であり，多くの分野の融合的な協力が必要となる。また，研究者・技術者倫理に基づいた誠実な研究・開

発活動を行う必要があり，さらに，研究成果の保護と活用のためには特許などの知的財産管理・戦略も必要になる。 

（ 56 ）


